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は
じ
め
に

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
永
山
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
過
分
な
紹
介
を
受
け
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
私
の
こ
と
を
少
し

だ
け
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
一
九
八
〇
年
に
大
学
を
出
て
、
す
ぐ
に
鹿
児
島
の
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
に
赴
任
し
ま
し
た
。

大
学
の
と
き
に
は
行
基
と
い
う
坊
さ
ん
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
南
九
州
に
赴
任
し
た
の
で
、
奈
良
時
代
こ
ろ
に
南

九
州
に
住
ん
で
い
た
隼
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
研
究
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
、
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
に
は
立
命
館
大
学
出
身
の

中
村
明
蔵
先
生
と
い
う
隼
人
研
究
の
第
一
人
者
が
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
落
穂
拾
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
落
穂
拾
い
ば
か
り
を
し
て
い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
南
九
州
で
は
、
平
安
時
代
初
期
の
八
〇
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
隼

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨

摂
関
家
領
島
津
荘
の
成
立
と
南
島
交
易

永

山

修

一
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人
に
関
す
る
史
料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
世
紀
以
降
の
島
津
荘
や
島
津
氏
な
ど
の
史
料
も
豊
富
に
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、

中
世
の
武
士
に
関
す
る
研
究
が
大
変
盛
ん
で
す
。

し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
間
に
位
置
す
る
平
安
時
代
の
南
九
州
の
歴
史
は
、
深
く
研
究
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ

の
時
代
の
史
料
を
少
し
ず
つ
見
て
い
た
ら
二
つ
の
面
白
い
史
料
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
九
九
七
年
に
九
州
の
各
地
に
南
蛮
人
が
襲
来
し
、
翌
年
、
大
宰
府
は
貴
駕
島
に
、「
南
蛮
人
を
追
討
せ
よ
」
と
い
う
命

令
を
出
し
た
と
い
う
史
料
で
す
。
こ
の
貴
駕
島
の
問
題
は
面
白
い
と
考
え
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
恐
ら
く
一
〇
二
八
年
の
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
平
季す
え

基も
と

と
い
う
大
宰
府
の
役
人
が
大
隅
国
司
の
屋
敷
、
大
隅
国

府
、
さ
ら
に
は
地
元
の
有
力
者
の
屋
敷
を
焼
き
討
ち
し
た
事
件
の
史
料
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
面
白
い
記
事
だ
と
思
っ
て
調
べ
ま
し

た
。二

つ
と
も
一
九
九
〇
年
代
に
論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
が
、
こ
の
二
つ
の
事
件
は
深
く
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
後
々
気
付
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
南
島
で
の
考
古
学
的
な
調
査
が
急
速
に
進
み
、
南
の
島
の
実
態
も
い
ろ
い
ろ
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
本
日
は
、「
摂

関
家
領
島
津
荘
の
成
立
と
南
島
交
易
」
と
い
う
題
で
お
話
し
ま
す
。
島
津
荘
の
展
開
は
、
鎌
倉
時
代
と
中
世
の
武
士
の
史
料
と
を
併
せ

て
い
ろ
い
ろ
と
分
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
本
日
は
島
津
荘
が
で
き
た
こ
ろ
の
十
一
世
紀
の
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。

都
城
市
立
の
都
城
島
津
邸
と
い
う
博
物
館
は
、
二
〇
二
三
年
に
「
島
津
荘
誕
生
千
年
記
念
展
」
を
開
催
し
、『
島
津
荘
～
平
安
・
鎌

倉
期
に
お
け
る
南
九
州
と
都
城
～
』（
都
城
島
津
邸
編
、
都
城
市
教
育
委
員
会
都
城
島
津
邸
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
発
行
）
と
い
う
図

録
を
作
り
ま
し
た
。
本
日
の
話
で
は
、
こ
の
図
録
か
ら
も
写
真
そ
の
他
を
幾
つ
か
使
い
ま
す
。

写
真
1
は
、
都
城
市
に
あ
る
祝い

わ

吉よ
し

御
所
跡
と
呼
ば
れ
る
所
で
、
島
津
氏
初
代
の
島
津
忠
久
が
屋
敷
を
造
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で
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す
。
島
津
荘
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
島
津
氏
と
結
び
付
け
て
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
実
は
、
島
津
荘
と
島
津
氏
の
つ
な
が
り
は
、
一
一

八
五
年
、
源
頼
朝
が
平
家
を
倒
し
た
直
後
に
惟こ
れ

宗む
ね

忠
久
と
い
う
人
物
が
島
津
荘
の
下
司
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
忠
久

は
、
近
衛
家
に
も
仕
え
、
頼
朝
の
御
家
人
で
も
あ
っ
た
人
物
で
、
島
津
荘
の
下
司
に
な
っ
た
こ
と
で
、
の
ち
に
島
津
氏
を
名
乗
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
祝
吉
御
所
が
造
ら
れ
た
と
さ
れ
た
の
は
島
津
荘
が
成
立
し
て
一
五
〇
年
以
上
後
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
地

元
で
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

数
年
前
、
こ
の
場
所
の
す
ぐ
近
く
か
ら
か
な
り
大
き

な
発
掘
成
果
が
挙
が
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
も
の
ち
ほ

ど
紹
介
し
ま
す
。

図
1
は
「
島
津
荘
の
分
布
」（
小
川
弘
和
「
摂
関
家

領
島
津
荘
と
「
辺
境
」
支
配
」『
中
世
的
九
州
の
形
成
』

高
志
書
院

二
〇

一
六
年
）
で
す
。

南
九
州
に
は
、
近

衛
家
が
中
心
に
支

配
し
て
い
る
島
津

一
円
荘
と
、
半
分

は
摂
関
家
、
半
分

は
国こ
く

衙が

が
支
配
し

写真 1 　祝吉御所

図 1 　島津荘の分布（小川2016）
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て
い
る
と
い
う
寄
郡
（
よ
り
ご
お
り
、
あ
る
い
は
、
よ
せ
ご
お
り
）、
島
津
荘
と
南
九
州
で
最
も
大
き
な
大
隅
正
八
幡
宮
と
い
う
神
社

の
所
領
で
あ
る
大
隅
正
八
幡
宮
領
が
重
な
っ
て
い
る
場
所
（
島
津
荘
寄
郡
・
正
八
幡
宮
領
混
在
地
）
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
島
津
荘
の
概
要
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
島
津
荘
自
体
は
一
〇
二
〇
年
代
の
終
わ
り
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
あ
と
の
数
十
年
の
様
子
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
島
津
荘
は
、
十
二
世
紀
に
藤
原
忠
実
が
摂
関
家
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
時
代
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
藤
原

忠
実
は
、
大
隅
国
司
に
反
発
す
る
在
地
領
主
た
ち
に
働
き
掛
け
て
、
大
隅
国
内
で
島
津
荘
寄
郡
を
拡
大
し
、
十
二
世
紀
初
期
、
串
良
院
・

肝
付
郡
域
を
島
津
荘
寄
郡
と
し
、
曾
野
郡
・
小
河
院
内
に
島
津
荘
寄
郡
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
禰
寝
北
俣
・
鹿
屋
を
島
津
荘
寄
郡

域
化
し
、
財
部
院
・
深
河
院
内
、
種
子
島
内
で
島
津
荘
寄
郡
域
化
を
推
進
、
帖
佐
郷
が
藤
原
忠
実
の
所
領
と
な
り
ま
し
た
。

忠
実
は
、
そ
の
娘
の
鳥
羽
天
皇
へ
の
入じ
ゆ

内だ
い

問
題
で
白
河
上
皇
と
対
立
し
、
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
年
）
内
覧
を
停
止
さ
れ
、
事
実
上
、

失
脚
し
ま
し
た
。
忠
実
失
脚
中
の
時
期
、
大
隅
国
内
の
島
津
荘
寄
郡
域
化
の
動
き
は
鈍
化
し
た
よ
う
で
す
。
白
河
上
皇
の
死
後
、
鳥
羽

が
院
政
を
始
め
る
と
、
一
一
三
二
年
、
鳥
羽
上
皇
の
支
援
で
、
忠
実
は
内
覧
に
な
り
政
界
に
復
帰
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
島
津

荘
寄
郡
化
の
動
き
が
再
び
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
日
隈
正
守
、二
〇
一
四
「
大
隅
正
八
幡
宮
領
の
形
成
過
程
」『
古
代
文
化
』

第
六
十
六
巻
第
二
号
（
通
巻
五
百
九
十
七
号
））。

十
二
世
紀
後
期
、
島
津
荘
は
、
事
実
上
、
平
家
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
清
盛
の
娘
盛
子
が
摂
関
家
の
ト
ッ
プ
近
衛
基
実

と
結
婚
し
、
そ
の
基
実
が
一
一
六
六
年
に
亡
く
な
り
、
嫡
子
基
通
は
七
歳
と
幼
少
だ
っ
た
た
め
に
、
事
実
上
、
盛
子
の
父
親
で
あ
る
清

盛
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
一
八
三
年
段
階
で
、
島
津
荘
留
守
職
は
平
盛
俊
（
譜
代
の
重
臣
）
で

あ
り
、
一
一
八
〇
年
、
平
忠
度
は
薩
摩
守
に
な
り
、
そ
の
目
代
に
は
平
信
澄
（
肥
前
平
氏
一
族
、
阿
多
忠
景
の
女
婿
）
が
就
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
隅
国
で
は
、
有
力
な
国
衙
在
庁
建
部
氏
を
被
官
化
し
て
い
ま
す
。
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一
一
八
五
年
に
壇
之
浦
で
平
家
が
滅
び
た
あ
と
、
近
衛
家
に
仕
え
頼

朝
の
御
家
人
で
も
あ
っ
た
惟
宗
忠
久
が
、
幕
府
・
領
家
に
よ
っ
て
、
島

津
荘
下
司
職
の
ち
惣
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
、
一
一
九
七
年
に
、
大
隅
・

薩
摩
国
守
護
職
、
さ
ら
に
日
向
国
守
護
職
に
補
任
さ
れ
ま
し
た
（
日
隈

正
守
、
二
〇
一
四
「
大
隅
正
八
幡
宮
領
の
形
成
過
程
」『
古
代
文
化
』

第
六
十
六
巻
第
二
号
（
通
巻
五
百
九
十
七
号
））。

南
九
州
の
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
の
三
カ
国
の
土
地
の
領
有
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
一
九
七
年
（
建
久
八
年
）
に
作
ら
れ
た
図
田
帳
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
ど
う
い
う
荘
園
が
あ
っ
た
か
、
そ

れ
を
誰
が
持
っ
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所
領
ご
と
に
細
か
い
デ
ー
タ
も
載
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
そ

れ
を
大
ま
か
に
ま
と
め
て
表
1
を
作
り
ま
し
た
。
島
津
一
円
荘
の
面
積

は
、
日
向
が
一
九
四
八
町
、
大
隅
が
七
五
〇
町
、
薩
摩
が
六
三
五
町
で

す
。
こ
れ
に
寄
郡
の
数
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七

年
）
の
段
階
で
島
津
荘
は
合
計
七
五
五
四
町
余
り
あ
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

国
衙
領
、
大
隅
正
八
幡
宮
領
、
八
条
院
領
な
ど
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
な
荘
園
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
全
部
合
わ
せ
る
と
、
三
カ
国
の

表 1 　建久図田帳に見る日向・大隅・薩摩
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面
積
の
総
計
は
一
五
〇
九
七
町
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
七
五
五
四
町
余
が
島
津
荘
で
す
の
で
、
薩
摩
、
大
隅
、
日
向
の
三
カ
国
の

ほ
ぼ
半
分
が
島
津
荘
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
島
津
荘
が
日
本
で
最
大
の
荘
園
だ
と
い
う
こ
と
は
大
変
有
名
な
事
実

で
す
が
、
こ
の
数
字
は
、
一
一
九
七
年
ま
で
に
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
結
果
、
こ
う
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
日
は
、
日
向
国
か
ら
始
ま
っ
た
島
津
荘
が
大
隅
や
薩
摩
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
頃
の
こ
と
を
中
心
に
話
し
ま
す
。

一
．
島
津
荘
成
立
の
基
本
史
料

島
津
荘
成
立
の
基
本
史
料
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
実
は
、
島
津
荘
が
い
つ
で
き
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
同
時
代
史
料
が

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
島
津
荘
が
で
き
て
か
ら
二
百
年
近
く
た
っ
た
十
三
世
紀
の
史
料
で
す
。

ま
ず
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
あ
る
い
は
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
「
島
津
荘
荘
官
等
申
状
」（「
薩
藩
旧

記
雑
録
」
前
編
巻
九
）
に
は
、「
島
津
本
庄
は
、
万
寿
年
中
に
無
主
荒
野
の
地
を
以
て
開
発
せ
し
め
、
庄
号
し
て
宇
治
関
白
家
に
寄
進

せ
し
め
て
以
降
、
長
元
年
中
伊
勢
太
神
宮
神
告
に
依
り

神
柱
と
号
す
・
宇
佐
八
幡
を
奉
崇
す
。
庄
号
以
降
二
百
余
歳
は
、
彼
の
寺
社
造
営
の
外
、
余
事

無
の
処
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
見
え
る
宇
治
関
白
家
は
藤
原
頼
通
の
こ
と
で
す
。
島
津
荘
は
「
無
主
荒
野
の
地
」
に
で
き
た
と
い
う

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
万
寿
年
中
」
と
は
一
〇
二
四
年
か
ら
一
〇
二
八
年
、「
長
元
年
中
」
と
は
一
〇
二
九
年
か
ら
一
〇
三
七
年
の
こ

と
で
す
。

次
の
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
年
）
四
月
『
僧
智
恵
愁
状
案
』（「
長
谷
場
文
書
」）
も
十
三
世
紀
の
史
料
で
す
。
一
部
分
だ
け
を
読
ん

で
お
く
と
、「
御
庄
建
立
主
平
大だ

い

監げ
ん

季す
え

基も
と

朝
臣
の
御
子
息
平
五
大
夫
兼か
ね

輔す
け

朝
臣
の
時
、」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
大
監
の
平
季
基
が

島
津
荘
を
開
発
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
監
は
、
こ
の
人
の
官
職
で
、
大
宰
府
の
三
等
官
に
あ
た
り
ま
す
。
長
官
が
帥そ
ち

、
次
官
が
大だ
い
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弐に

・
少し
よ
う

弐に

、
判
官
が
大
監
・
少し
よ
う

監げ
ん

で
す
。

三
つ
目
の
史
料
は
、『
三み

俣ま
た

院い
ん

記き

』
で
す
。
こ
れ
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
で
す
の
で
、
か
な
り
の
ち
の
時
代
に
で
き
た
史

料
で
す
。
こ
れ
に
は
、「
一
．
神
柱
大
明
神
。
右
、
万
寿
三
年
（
丙
寅
）
正
月
廿
日
に
平
朝
臣
平
大
監
季
基
卿
、
当
地
を
領
し
、
移
住

の
日
に
崇
ふ
所
也
。」
と
あ
っ
て
、
都
城
の
中
心
的
な
神
社
で
あ
る
神
柱
大
明
神
は
、
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
に
平
季
基
が
勧か
ん

請じ
よ
うし

た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す

四
つ
目
の
史
料
は
『
延
喜
式
』
兵
部
の
諸
国
駅
伝
馬

条
で
す
。
こ
こ
で
島
津
荘
の
「
島
津
」
と
は
何
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
お
き
ま
す
。
図
2
に
、
南
九

州
の
駅
路
を
あ
げ
ま
し
た
（
永
山
修
一
『
隼
人
と
古
代

日
本
』
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
）。
駅
路
は
古
代
の
官

道
で
す
。
古
代
は
中
央
集
権
的
な
体
制
を
取
っ
て
い
て
、

都
の
命
令
を
地
方
に
伝
え
る
、
あ
る
い
は
地
方
の
情
報

を
都
に
伝
え
る
た
め
に
、
今
で
言
う
高
速
道
路
が
造
ら

れ
て
い
て
、
こ
れ
に
十
六
キ
ロ
ご
と
に
駅
を
置
く
と
い

う
規
定
が
あ
り
ま
し
た
。

「
延
喜
兵
部
式
」
に
は
駅
の
名
前
を
列
記
し
た
部
分

が
あ
り
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
の
三
カ
国
の
部
分
を
抜

き
出
す
と
。「
薩
摩
国

駅
馬
市
来
、
英
祢
、
網
津
、
田
後
、

櫟
野
、
高
来
、
各
五
疋　
　

図 2 　南九州の官道（永山2009）
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伝
馬
市
来
、
英
祢
、
網
津
、

田
後
、
各
五
疋

。
大
隅
国

駅
馬
蒲
生
、
大
水
、

各
五
疋　
　

。
日
向
国

駅
馬
長
井
、
川
辺
、
刈
田
、
美
弥
、
去
飛
、
児
湯
、
当
磨
、
広
田
、
救
麻
、

救
弐
、
亜
椰
、
野
後
、
夷
守
、
真
斫
、
水
俣
、
島
津
、
各
五
疋

伝

馬
長
井
、
川
辺
、
刈
田
、
美
弥
、

児
湯
、
去
飛
、
各
五
疋
。

」
と
あ
っ
て
、
日
向
国
の
中
に
「
島
津
」
と
い
う
駅
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
島
津
駅
を
ど
こ
に

比
定
で
き
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
官
道
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
な
調
査
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
ほ
ぼ
都
城
盆
地
の
中
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
か
ら
、
島
津
荘
の
ス
タ
ー
ト
は
、
都
城
盆
地
の
ど
こ
か
の
無
主
荒
野
の
地
、
主
が
居
な
い
土
地
を
大
宰
府
の
平
季
基
が
開
発
し
、

そ
れ
を
摂
関
家
に
寄
進
し
た
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
．
南
島
の
動
向

ⅰ
．
多
褹
嶋
の
停
廃
と
大
隅
国
の
動
向

話
が
少
し
ず
れ
ま
す
が
、
そ
の
頃
ま
で
の
南
島
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
南
島
と
は
、
今
で
言
え
ば
種
子
島
、
屋
久

島
か
ら
南
、
吐と

噶か

喇ら

列
島
、
奄
美
諸
島
、
沖
縄
諸
島
ま
で
を
含
み
ま
す
。

南
島
の
一
番
北
に
あ
る
種
子
島
・
屋
久
島
地
域
は
多た

褹ね

嶋と
う

と
い
っ
て
、
壱
岐
、
対
馬
と
同
じ
く
嶋
と
い
う
行
政
単
位
に
編
成
さ
れ
て

い
て
、
日
向
国
や
大
隅
国
や
薩
摩
国
と
対
等
の
行
政
区
画
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
八
二
四
年
に
停
廃
さ
れ
ま
す
。
次
に
そ
の
停

廃
格
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
五

分
置
諸
国
事
）
を
あ
げ
ま
す
。

太
政
官
謹
み
て
奏
す
、
多
褹
嶋
を
停
て
、
大
隅
国
に
隷つ

く
る
事
。

右
、
参
議
大
宰
大
貳
従
四
位
下
小
野
朝
臣
峯
守
ら
の
解
に
称い

へ
ら
く
、
謹
み
て
案
内
を
検
ず
る
に
、
太
政
官
去
る
二
月
十
一
日

の
符
に
称
へ
ら
く
、
件
の
嶋
南
の
か
た
海
中
に
居
し
、
人
兵
乏
弱
に
し
て
、
国
家
に
在
り
て
は
、
良ま
こ
とに
扞か
ん

城じ
よ
う

に
非
ず
。
又
、
嶋
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司
一
年
の
給
物
は
稲
三
万
六
千
余
束
に
准
じ
、
其
の
嶋
の
貢
調
は
鹿
皮
一
百
余
領
に
し
て
、
更
に
別
物
無
し
。
有
名
無
実
、
多

損
少
益
と
謂
ふ
可
し
。
右
大
臣
宣
す
ら
く
、
勅
を
奉
り
て
宜
し
く
利
害
を
勘
へ
て
言
上
す
べ
し
、
者て
へ

れ
ば
、
南な
ん

瞑め
い

淼び
よ
う

々び
よ
う

、
国
無

く
敵
無
し
。
損
有
り
て
益
無
き
こ
と
、
一
に
符
旨
の
如
し
。
須
く
嶋
を
停
め
て
大
隅
国
に
隷
く
べ
し
。
其
の
課
口
を
計
る
に
一

郷
に
足
ら
ず
、
其
の
土
地
を
量
る
に
一
郡
に
余
る
有
り
。
能の

満ま

を
馭ご

謨む

に
合
わ
せ
、
益や

救く

を
熊く
ま

毛げ

に
合
わ
せ
、
四
郡
を
二
と
為

さ
ば
、
事
に
於
て
便
な
る
を
得
ん
。
者
れ
ば
、
聖
帝
、
枢く

に
登
る
に
、
事
世
を
済
む
こ
と
を
期
し
、
明
王
、
政
を
布し

く
に
、
理

時
に
適か
な

ふ
こ
と
を
貴
ぶ
。
臣
ら
商
量
す
る
に
、
昔
、
漢
の
元
帝
、
賈こ
え
ん捐
の
言
を
納
れ
て
珠し
ゆ

崖が
い

郡
を
罷
む
。
前
史
以
て
美
談
と
為

し
、
後
世
其
の
英
烈
を
称た
た

ふ
。
国
を
建
て
疆き
よ
うを
置
き
、
分
野
無
き
に
非
ず
と
雖
も
、
民
を
䘏あ
わ
れみ
急
を
救
ひ
、
列
郡
を
棄
つ
。
況

や
冥
海
の
外
、
費
損
此
の
如
き
を
や
。
加し
か
の
み
な
ら
ず以
往
還
の
吏
、
漂
亡
す
る
者
多
く
、
運
送
の
民
、
蕩と
う

没ぼ
つ

す
る
者
少
な
か
ら
ず
。
益

無
き
の
地
を
守
る
に
、
有
用
の
者
を
損
す
。
之
を
政
典
に
求
め
、
深
く
物
議
を
迂め
ぐ
らす
に
、
伏
し
て
望
む
ら
く
は
、
件
に
依
り
て

停
め
隷
け
、
以
て
辺
弊
を
省
か
ん
こ
と
を
。
伏
し
て
天
裁
を
聴
か
む
。
謹
み
以
み
申
し
た
ま
ふ
こ
と
を
聞
こ
し
め
せ
と
謹
み
奏

す
。

天
長
元
年
九
月
三
日

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
宰
府
管
内
で
は
疫
病
や
飢
饉
が
つ
づ
い
て
お
り
、
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

高
校
の
教
科
書
に
出
て
く
る
よ
う
な
話
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
特
定
の
田
を
割
き
取
っ
て
直
接
経
営
を
す
る
と
い
う
公
営
田
制
を
導
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
褹
嶋
の
嶋
司
の
給
料
そ
の
他
は
大
宰
府
が
支
援
し
て
い
ま
し
た
が
、
公
営
田
制
導
入
の
結
果
、
財
源
が
大
幅
に
減
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
、
多
褹
嶋
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
隅
国
に
編
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
種
子
島
や
屋
久
島
が
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
で
す
か
ら
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
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し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
現
在
早
稲
田
大
学
の
田
中
史
生
さ
ん
が
「
日
本
三
代
実
録
」
の
元
慶
二
年
（
八
七
八
年
）
四
月
二
十
二
日
条

に
注
目
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
散
位
外
従
五
位
下
春か
す

日が
の

朝あ

臣そ
ん

宅や
か

成な
り

を
大
隅
守
と
為
す
。」
と
い
う
記
事
で
す
。

田
中
史
生
さ
ん
は
、
古
代
の
中
国
や
朝
鮮
と
の
対
外
関
係
史
に
詳
し
い
人
で
す
の
で
、
多
分
、
ぴ
ん
と
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

春
日
宅
成
は
、
入
唐
交
易
使
の
経
験
が
あ
り
、
渤
海
か
ら
や
っ
て
く
る
使
い
に
頻
繁
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
海
外
情
報
と

か
、
よ
そ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
品
物
に
関
し
て
非
常
に
詳
し
く
、
造
詣
の
深
い
人
間
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人

物
が
わ
ざ
わ
ざ
大
隅
守
に
任
命
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
南
の
島
と
の
交
易
の
窓
口
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
、
田
中
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
（
田
中
史
生
『
国
際
交
易
の
古
代
列
島
』
角
川
選
書

二
〇
一
六
年
）。
そ
れ
は
、
多
分
、
そ
の
と
お

り
だ
と
思
い
ま
す
。

ⅱ
．
平
安
中
期
の
南
蛮
襲
来
事
件
─
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
登
場

そ
う
し
た
中
で
、
南
蛮
襲
来
事
件
が
起
き
ま
し
た
。『
日
本
紀
略
』
長
徳
三
年
（
九
九
七
年
）
十
月
一
日
条
に
は
、「
旬し
ゆ
ん。
天
皇
、
南

殿
に
出
御
す
。
時
に
、
庭
立
奏
の
間
、
大
宰
の
飛
駅
参
入
し
て
云
く
、
南
蛮
管
内
諸
国
に
乱
入
し
、
人
・
物
を
奪
い
取
る
。
奏
楽
の
後
、

諸
卿
件
の
事
を
定
め
申
す
」
と
あ
り
ま
す
。
九
九
七
年
十
月
一
日
、
朝
廷
で
儀
式
を
や
っ
て
い
る
最
中
に
大
宰
府
か
ら
緊
急
の
使
い
が

や
っ
て
き
て
、
南
蛮
が
大
宰
府
管
内
諸
国
に
乱
入
し
て
人
や
物
を
奪
い
取
っ
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
儀
式
に
は
藤
原
実さ
ね

資す
け

や
藤
原
行ゆ
き

成な
り

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
実
資
の
『
小し
よ
う

右ゆ
う

記き

』
と
い
う
日
記
や
、
行
成
の
『
権ご
ん

記き

』
と

い
う
日
記
の
中
に
も
関
係
す
る
記
事
が
出
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
『
小
右
記
』
の
記
事
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。
今
、
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
で
は
ロ
バ
ー
ト
の
秋
山
竜
次
さ
ん
が
藤
原

実
資
を
演
じ
て
い
て
、
日
記
を
一
生
懸
命
つ
け
る
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
す
。
実
資
は
非
常
に
細
か
い
こ
と
を
日
記
に
記
し
て
い
て
、
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大
宰
府
が
送
っ
て
き
た
報
告
書
を
写
し
取
っ
て
い
ま
す
。『
小
右
記
』
長
徳
三
年
十
月
一
日
条
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

大
宰
府
言
上
の
解
文
等
を
下
し
給
ふ
。
諸
卿
を
し
て
定
め
申
さ
し
む
。
奄
美
島
者
、
船
に
乗
り
兵
具
を
帯
び
、
国
島
の
海
夫

等
を
掠
奪
す
。
筑
前
・
筑
後
・
薩
摩
・
壱
岐
・
対
馬
、
或
は
殺
害
し
或
は
放
火
し
、
人
・
物
を
奪
い
取
り
、
多
く
海
上
に
浮
ぶ
。

ま
た
当
国
人
処
々
に
於
て
合
戦
を
為
す
の
間
、
奄
美
人
の
矢
に
中あ

た

る
も
の
亦
其
の
数
有
り
。
但
し
当
国
人
多
く
奪
ひ
取
ら
る
る

こ
と
已
に
三
百
人
に
及
ぶ
。
府
の
解
文
に
云
く
、
先
年
奄
美
島
人
来
り
、
大
隅
国
の
人
民
四
百
人
を
奪
ひ
取
る
。（
下
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、「
南
蛮
」
で
は
な
く
て
「
奄
美
島
人
」
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
。
筑
前
、
筑
後
、
薩
摩
、
壱
岐
、
対
馬
が

襲
撃
さ
れ
、
殺
さ
れ
た
り
、
拉
致
さ
れ
た
人
が
三
〇
〇
人
に
も
及
ん
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
国
司
の
怠
慢
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
大
宰
府
か
ら
の
解
文
に
よ
る
と
、
先
年
奄
美
島
人
が
襲
来
し
、
大
隅
国
の
人

民
四
〇
〇
人
を
奪
い
取
っ
て
い
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
四
〇
〇
人
が
拉
致
さ
れ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を
報
告
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
、
南
の
島
の
人
々
が
九
州
の
沿
岸
を
襲
撃
し
、
人
々
を
拉
致
す
る
事
件
が
何
度
も
起

こ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
、『
日
本
紀
略
』
長
徳
四
年
（
九
九
八
年
）
九
月
十
四
日
条
に
は
、「
大
宰
府
言
上
す
、
貴
駕
島
に
南
蛮
を
捕
え
進
む
る
の
由
を

下
知
す
と
」
と
あ
り
、
襲
来
事
件
の
翌
年
に
あ
た
る
九
九
八
年
、
大
宰
府
が
貴
駕
島
に
南
蛮
を
や
っ
つ
け
る
よ
う
に
命
令
を
出
し
た
と

い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
と
い
う
名
前
の
初
見
記
事
で
す
。

さ
ら
に
、『
日
本
紀
略
』
長
保
元
年
（
九
九
九
年
）
八
月
十
九
日
条
に
は
、「
大
宰
府
、
南
蛮
の
賊
を
追
討
す
る
の
由
を
言
上
す
。」

と
あ
り
、
九
九
九
年
に
南
蛮
追
討
を
実
行
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
復
命
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
貴
駕
島
に
は
、
大
宰
府
の
命
令
を
受
け
て
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
人
た
ち
が
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
た

だ
、
私
が
、
一
九
九
三
年
に
「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
・
イ
オ
ウ
ガ
シ
マ
考
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集

下
』
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吉
川
弘
文
館
）
を
書
い
た
時
点
で
は
、
貴
駕
島
が
ど
う
い
う
島
な
の
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
は
、
な
い
知
恵
を
絞
り
、
大
宰
府
と
同
じ
よ
う
な
も
の
が
出
土
し
て
い
た
ら
、
そ
こ
が
貴
駕
嶋
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
当
時
、
最
も
高
級
な
焼
き
物
の
一
つ
だ
っ
た
中
国
産
の
越え

つ

州し
ゆ
う

窯よ
う

系
青
磁
は
全
国
各
地
で
出
土
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
番

南
で
出
土
し
た
の
が
種
子
島
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、
多
褹
嶋
と
い
う
行
政
機
構
は
廃
止
さ
れ
て
も
、
そ
こ
に
大
宰
府
の
役
人
な
ど

が
派
遣
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
を
「
貴
駕
嶋
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
三
十
年
前
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
の
ち
に

こ
れ
は
間
違
い
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
」
の
「
キ
」
と
い
う
字
は
「
貴
族
」
の
「
貴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
一
一
一
年
の
史

料
で
は
「
喜
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
」
と
い
う
と
、
恐
ら
く
は
「
鬼
」
の
ほ
う
が
一
般
的
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
も
ま
た
南
の
島
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
と
し
て
、「
王
朝
貴
族
垂
涎
の
品
々
を
産
す
る
地
域
」と
し
て
の「
貴
」

の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
の
ち
に
「
鬼
」
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
へ
の
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

次
の
史
料
は
、
十
一
世
紀
に
成
立
し
た
藤
原
明
衡
の
『
新
猿
楽
記
』
と
い
う
作
品
の
一
部
で
す
。

八は
ち

郎ろ
う
の

真ま

人ひ
と

は
商
人
の
主
領
也
。
利
を
重
く
し
て
妻
子
を
知
ら
ず
、
身
を
念
じ
て
他
人
を
顧
み
ざ
る
也
。
一
を
持
ち
て
万
と
成

し
、
壌
つ
ち
く
れを
摶う
ち

て
金
と
成
す
。
言
を
以
て
他
の
心
を
誑
た
ぶ
ろ
かし
、
謀
を
以
て
人
の
目
を
抜
く
一
物
也
。
東
は
俘
囚
之
地
に
臻い
た

り
、
西
は

貴
賀
之
島
に
渡
る
。
交
易
の
物
、
売
買
の
種
、
称
数
す
可
か
ら
ず
。
唐
物
に
は
（
中
略
）、
本
朝
物
に
は
、
緋
襟
・
象
眼
・
繧
繝
・

高
麗
軟
錦
・
東
京
錦
・
浮
線
綾
・
金
・
銀
・
阿
古
夜
玉
・
夜
久
貝
・
水
精
・
虎
珀
・
流
黄
・
白

・
銅
・
鉄
・
縑
・
蝉
羽
・
絹
・

布
・
糸
・
綿
・
纐
纈
・
紺
布
・
紅
・
紫
・
茜
・
鷲
羽
・
色
革
等
也
。

皆
さ
ん
の
世
代
だ
と
「
モ
ー
レ
ツ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
耳
な
じ
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、『
新
猿
楽
記
』
の
中

に
出
て
く
る
八
郎
真
人
は
、
そ
れ
に
近
い
「
モ
ー
レ
ツ
商
人
」
で
す
。
家
族
の
こ
と
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
利
益
を
追
求
し
ま
す
。
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「
東
は
俘
囚
之
地
に
臻
り
、
西
は
貴
賀
之
島
に
渡
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
俘
囚
之
地
」
と
は
東
北
地
方
を
指
す
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
西
は
貴
駕
島
ま
で
を
股
に
掛
け
て
商
い
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
貴
駕
島
は
西
の
境
界
領
域
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
扱
う
商
品
は
大
き
く
唐
物
と
本
朝
物
に
分
け
ら
れ
て
、
本
朝
物
の
中
に
は
夜や

久く

貝が
い

や
流い
お
う黄
が
入
っ
て
い
ま
す
。
夜
久
貝

と
流
黄
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
触
れ
ま
す
。

次
は
、『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
年
）
閏
十
二
月
二
十
九
日
条
で
す
。『
左
経
記
』
は
参
議
兼
左
大
弁
源
経
頼
の
日
記
で
す
。

こ
れ
に
は
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
閏
十
二
月
二
十
九
日
条
に
、「
南
蛮
賊
徒
薩
摩
国
に
到
り
、
人
民
等
を
虜
掠
す
る
の
由
な
り
。（
中

略
）
仰
せ
て
云
く
、
年
改
む
る
の
後
、
慥た
し
かに
追
討
す
べ
き
の
由
、
大
宰
府
に
官
符
を
賜
は
る
べ
し
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
二
〇

年
に
も
南
蛮
人
が
や
っ
て
き
て
人
々
を
拉
致
す
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
明
確
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、『
調
所
氏
家
譜
』
に
み
え
る
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
二
月
二
十
七
日
付
「
大
宰

府
符
写
」
に
よ
れ
ば
、
一
〇
五
四
年
に
大
宰
府
の
長
官
が
管
内
諸
国
の
神
様
の
位
を
一
階
ず
つ
上
げ
る
と
い
う
措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
大
隅
国
の
神
名
・
神
位
の
一
部
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
に
、「
長
徳
三
年
の
例
に
倣
ふ
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

長
徳
三
年
と
は
南
蛮
襲
来
事
件
が
起
こ
っ
た
年
で
す
。
恐
ら
く
、
そ
の
年
に
大
宰
府
管
内
の
神
様
の
位
を
一
つ
ず
つ
全
部
上
げ
る
と

い
う
措
置
を
取
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
長
徳
三
年
の
例
に
倣
い
、
一
〇
五
四
年
に
も
同
じ
措
置
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
に

も
南
蛮
襲
来
事
件
が
起
こ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
南
蛮
襲
来
事
件
は
何
度
も
起
こ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
年
）
八
月
二
日
条
に
「
大
隅
国
に
住
む
良よ

し

孝た
か

朝
臣
、
色い
ろ

革か
わ

六
十
枚
・
小
手
革
六
枚
・
赤
木
二
切
・

檳び
ん

榔ろ
う

三
百
把
・
夜や

久く

貝が
い

五
十
口
を
進
む
。」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
一
〇
二
九
年
、
大
隅
の
藤
原
良よ
し

孝た
か

と
い
う
人
物
が
色
革
、
小

手
革
、
赤
木
、
檳
榔
、
夜
久
貝
と
い
う
品
々
を
藤
原
実
資
の
元
に
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
送
っ
た
こ
と
は
島
津
荘
の
成
立
と
密
接
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に
関
わ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
の
ち
ほ
ど
見
て
い
き
ま
す
。

色
革
と
小
手
革
は
革
製
品
で
、
大
宰
府
管
内
で
は
よ
く
作
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
赤
木
、
檳
榔
、
夜
久
貝
は
、
実
は
南
島
産
品
で
す
（
山
里
純
一
、
二
〇
一
二
年
「
古

代
の
琉
球
弧
と
東
ア
ジ
ア
」
吉
川
弘
文
館
）。

写
真
2
の
赤
木
は
、沖
縄
の
那
覇
市
金
城
町
大
ア
カ
ギ
群
生
地
の
も
の
で
す
。こ
う
い
っ

た
木
で
、
琴
、
親
王
の
位
記
を
示
す
品
物
、
刀
や
小
刀
の
さ
や
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。

檳
榔
に
つ
い
て
は
、
私
が
宮
崎
県
出
身
な
の
で
、
檳
榔
で
有
名
な
青
島
の
写
真
3
を
示
し
ま
す
。

以
前
、
こ
こ
に
行
っ
た
と
き
に
、
落
ち
て
い
る
檳
榔
の
葉
を
も
ら
っ
て
帰
り
た
く
て
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
天
然
記
念
物
で
す
の
で
、
落
ち
葉
す
ら
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

と
断
ら
れ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
檳
榔
は
、
牛
車
の
箱
車
を
ふ
く
た
め
の
材
料
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
檳
榔
毛
の
車
」
あ
る
い
は
「
毛
車
」
と
言
わ
れ
、
四
位
以
上
の
人
し
か
乗
れ
な
い
超
高
級

車
で
す
。

夜
久
貝
に
つ
い
て
、
正
倉
院
の
螺ら

鈿で
ん

紫
檀
五
弦
が
琵
琶
有
名
で
す
。
琵
琶
の
白
い
部
分
は
夜
光

貝
螺
鈿
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
倉
院
の
円
鏡
平
螺
鈿
背
の
裏
側
の
白
い
部
分
も
夜
光
貝
で
す
。
ま

た
、
正
倉
院
に
残
っ
て
い
る
半
月
の
形
や
丸
い
形
に
加
工
さ
れ
た
夜
光
貝
は
、
何
に
使
わ
れ
て
い
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
布
か
何

か
に
縫
い
付
け
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
正
倉
院
に
は
夜
光
貝
の
貝
殻
そ
の
も
の
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
夜
光
貝
は
奈
良
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

春
日
大
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
国
宝
の
沃い

懸か
け

地じ

猫
雀
文
螺
鈿
毛
抜
形
太
刀
拵
は
十
二
世
紀
の
も
の
で
す
が
、
細
か
い
装
飾
は
全
部
、 写真 3 　青島 写真 2 　赤木
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夜
光
貝
を
は
め
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
が
持
っ
て
い
る
沃
懸
地
浮
線
文
蒔ま
き

絵え

螺
鈿
手
箱
は
、
十
三
世
紀
の
も
の
で
す
。

十
一
世
紀
に
造
ら
れ
た
平
等
院
鳳
凰
堂
の
内
陣
に
も
夜
光
貝
螺
鈿
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
十
二
世
紀
に
造
ら
れ
た
中
尊
寺
金
色
堂
の

柱
の
白
い
部
分
は
全
て
夜
光
貝
を
使
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
夜
光
貝
は
、
調
度
品
、
螺
鈿
の
材
料
と
し
て
大
変
重
要
な
も
の
で
し

た
。中

里
寿
克
さ
ん
の
螺
鈿
技
法
の
変
遷
の
研
究
（「
古
代
螺
鈿
の
研
究
」
上
・
下
（『
国
華
』
一
一
九
九
号
・
一
二
〇
三
号
、
一
九
九
五
・

一
九
九
六
年
））
を
参
照
す
る
と
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
な
る
頃
に
平ひ
ら

塵ち
り

地じ

螺
鈿
や
蒔
絵
螺
鈿
と
い
う
技
法
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
は
沃
懸
地
と
い
う
新
し
い
技
法
が
出
て
き
ま
す
。
新
し
い
技
法
が
出
て
く
る
の
と
螺
鈿
需
要

が
増
加
す
る
の
と
は
、
卵
と
ニ
ワ
ト
リ
の
議
論
で
、
ど
ち
ら
が
先
な
の
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
密
接
な
関
係
が
あ

る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
と
い
う
の
は
、
西
暦
に
直
す
と
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
〇
年
頃
で
す
。
夜
光
貝
に
対
す
る
需
要
が
一
〇
〇
〇
年

頃
に
非
常
に
増
え
て
、
一
一
〇
〇
年
頃
に
は
、
さ
ら
に
増
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
八
月
二
日
条
の
大
隅
国
に
住
む
藤
原
良
孝
に
よ
る
実
資
へ
の
進
物
記
事
で
は
、
夜
光
貝
の
こ

と
を
「
夜
久
貝
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、「
倭わ

名み
よ
う

類る
い

聚じ
ゆ
う

抄し
よ
う

」
は
、「
夜
久
島
（
現
在
の
屋
久
島
）
で
採
れ
る
か
ら
夜
久
貝
だ
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
実
は
、
種
子
島
で
も
若
干
採
れ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
が
北
限
で
す
。
一
番
た
く
さ
ん
採
れ
る
の
は
奄
美
大
島
や
徳
之
島

で
す
。
つ
ま
り
、
南
島
、
奄
美
諸
島
な
ど
で
た
く
さ
ん
採
れ
る
貝
が
極
め
て
大
量
に
必
要
な
状
況
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
尊
寺
金
色
堂
で
は
千
個
の
オ
ー
ダ
ー
で
夜
光
貝
を
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
貴
族

で
も
、
せ
い
ぜ
い
四
、
五
〇
個
レ
ベ
ル
で
し
か
手
に
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
逆
に
、
平
泉
の
奥
州
藤
原
氏
の
財
力
の

す
ご
さ
は
、
そ
こ
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
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ⅲ
．
城ぐ
す

久く

遺
跡
群
の
登
場

次
に
城
久
遺
跡
群
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
九
州
か
ら
台
湾
ま
で
の
地
図
で
見
る
と
、
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
に
沖
縄
が
あ
り
、
沖
縄

と
鹿
児
島
の
ほ
ぼ
中
間
ぐ
ら
い
に
奄
美
大
島
が
あ
り
ま
す
。
奄
美
大
島
の
東
隣
に
喜
界
島
（
鹿
児
島
県
大
島
郡
喜
界
町
）
と
い
う
隆
起

サ
ン
ゴ
礁
の
島
が
あ
り
ま
す
。

喜
界
島
で
は
防
衛
省
情
報
本
部
通
信
所
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
事
前
の
発
掘
調
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
大
型
の
畑
地
整
備
の
事
業
が
行
わ
れ
、
発
掘
調
査
や
整
理
作
業
が
十
年
近
く
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
八

つ
の
遺
跡
（
半
田
・
前
畑
・
大
ウ
フ
・
赤
連
・
小
ハ
ネ
・
半
田
口
・
山
田
半
田
・
山
田
中
西
）
か
ら
な
る
広
大
な
遺
跡
群
が
発
掘
さ
れ

ま
し
た
（
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
九
年
に
調
査
。
標
高
九
〇
～
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、
調
査
面
積
は
約
十
三
万

平
方
メ
ー
ト
ル
）。
そ
の
成
果
を
大
ざ
っ
ぱ
に
ま
と
め
る
と
、
建
物
跡
は
復
元
で
き
た
も
の
だ
け
で
三
百
棟
以
上
、
古
代
末
～
中
世
初

期
土
坑
墓
の
四
十
二
基
、
前
畑
・
大
ウ
フ
・
小
ハ
ネ
・
山
田
半
田
・
山
田
中
西
で
鍛
冶
関
連
遺
構

が
検
出
さ
れ
、
大
ウ
フ
で
は
砂
鉄
で
充
填
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
が
約
二
十
基
集
中
し
て
い
ま
す
。
遺
跡

群
と
し
て
は
Ⅰ
期
（
九
世
紀
～
十
一
世
紀
前
半
）、
Ⅱ
期
（
十
一
世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
）、
Ⅲ
期

（
十
三
世
紀
～
十
五
世
紀
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
城
久
遺
跡
群
は
、
二
〇
一
七
年
に
城
久

遺
跡
の
名
称
で
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
4
は
私
が
飛
行
機
の
中
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
が
、
右
上
の
部
分
に
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
が

あ
り
、一
帯
が
城
久
遺
跡
群
で
す
。
そ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
の
輸
入
陶
磁
器
が
出
土
し
ま
し
た
。「
第

Ⅰ
期
（
九
世
紀
～
十
一
世
紀
前
半
）」
の
出
土
遺
物
は
七
〇
％
は
島
外
か
ら
の
搬
入
品
で
あ
り
、

量
は
少
な
い
が
、
越
州
窯
青
磁
、
初
期
高
麗
青
磁
、
大
宰
府
で
し
か
出
土
し
な
い
よ
う
な
灰か

い

釉ゆ
う

陶

写真 4 　城久遺跡群
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器
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
土
し
ま
し
た
。

三
十
年
ほ
ど
前
、
貴
駕
島
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
考
え
た
と
き
に
は
、「
越
州
窯
青
磁
が
出

土
し
て
い
る
か
ら
、
貴
駕
島
は
種
子
島
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
久
遺

跡
群
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
は
る
か
に
超
す
量
の
輸
入
陶
磁
器
が
喜
界
島
か
ら
出
土
し
、

し
か
も
、
名
前
も
一
緒
だ
と
い
う
こ
と
で
、
南
蛮
追
討
を
命
じ
ら
れ
た
貴
駕
島
は
今
の
喜
界

町
喜
界
島
だ
ろ
う
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

図
3
は
城
久
遺
跡
の
総
括
報
告
書
の
も
の
を
一
部
改
変
し
た
も
の
で
す
。
実
は
、
城
久
遺

跡
群
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
が
最
盛
期
で
す
。
こ
の
話
は
本
日
の
最
後
に
も
う
一
度
採
り
上

げ
ま
す
。

三
．
島
津
荘
成
立
前
史

さ
て
、
南
島
の
動
き
を
大
体
見
た
と
こ
ろ
で
、
南
九
州
の
話
に
戻
り
ま
す
。
島
津
荘
成
立

前
史
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。南
九
州
の
こ
の
辺
り
の
時
代
に
つ
い
て
は
、野
口
実
先
生
が
鹿
児
島
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
に
、『
都

城
市
史
』
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
展
開
を
い
ろ
い
ろ
と
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ⅰ
．
日
向
国
の
受
領
支
配

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
に
「
日
向
守

書
生
を
殺
す
も
の
が
た
り
第
廿
六
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
か
い
つ
ま
ん
で
い
う
と
、

図 3 　城久遺跡の時期別遺物の数量
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日
向
守
某
は
、
新
任
が
来
る
ま
で
の
間
に
、
交
代
用
の
書
類
を
書
生
に
捏
造
さ
せ
ま
す
。
書
生
は
身
の
危
険
を
感
じ
ま
し
た
が
、
逃
げ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
が
て
書
類
が
整
う
と
、
日
向
守
は
都
か
ら
引
き
連
れ
て
き
て
い
た
郎
党
た
ち
に
書
生
を
捕
ら
え
さ
せ
て
射
殺

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、「
年
老
い
た
親
に
会
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
書
生
が
郎
党
に
懇
願
す
る
と
い
っ
た
や
り
と
り
が
あ
り
ま
す
が
、

非
情
で
残
忍
な
日
向
守
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
野
口
先
生
は
、「
こ
の
日
向
守
は
藤
原
保
昌
で
は
な
い
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
（
野
口
実
「
島
津
荘
の
成
立
」『
都
城
市
史

通
史
編

自
然
・
原
始
・
古
代
』
一
九
九
八
年
）。
南
九
州
に
お
い
て
も
受
領
支
配

が
展
開
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

ⅱ
．
大
隅
国
内
の
動
向

次
に
、
隣
の
大
隅
国
の
動
向
を
見
て
い
き
ま
す
。『
北
山
抄
』
巻
十

吏
途
指
南

古
今
功
過
定
」
と
い
う
史
料
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
今
の
大
河
ド
ラ
マ
に
も
登
場
し
て
い
る
藤
原
公き

ん

任と
う

が
ま
と
め
た
有
職
故
実
書
で
、
そ
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
弓ゆ

削げ
の

仲な
か

宣の
ぶ

と
い
う

大
隅
守
の
話
が
出
て
き
ま
す
。

大
隅
守
仲
宣
、
彼
の
国
の
代
々
里
倉
の
物
、
前
司
任
中
に
見
物
に
廻
成
す
る
の
由
を
陳
ぶ
。
仲
宣
の
勘
状
に
云
く
、
見
物
を

称
す
と
雖
も
、
皆
是
負
名
な
り
。
寄
徴
す
べ
き
に
非
ず
と
云
々
。
然
し
て
前
司
の
状
を
執
る
に
終
る
。
見
物
を
以
て
受
領
す
と

謂
ふ
べ
き
也
。
而
し
て
後
司
交
替
の
時
、
代
々
の
例
に
任
せ
て
、
里
倉
を
以
て
分
付
す
者て
へ

り
。
仍よ

り
て
過
と
為
す
べ
き
の
由
、

諸
卿
之
を
定
む
。
伊こ
れ

周ち
か

卿
過
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
の
旨
を
執
し
、
数
日
定
め
畢
ら
ず
。
遂
に
一
定
す
る
こ
と
無
し
。
仲
宣
卒
去

し
畢お
わ
ん

ぬ
。
彼
卿
知
ら
ず
し
て
執
す
れ
ば
賢
に
非
ず
。
知
り
乍
ら
猶
之
に
執
す
れ
ば
不
忠
也
、
当
時
の
英
雄
此
を
何
如
せ
ん
や
。

こ
こ
で
は
国
司
交
代
に
際
し
て
里り

倉そ
う

負ふ

名み
よ
う

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
大
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
坂
上
康
俊
さ
ん
に
よ
り
ま
す

と
、
出す
い

挙こ

は
農
民
に
稲
を
貸
し
付
け
て
、
本
来
は
貸
し
付
け
た
分
と
利
子
の
両
方
を
取
り
立
て
ま
す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
て
お
ら
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ず
、
貸
し
付
け
た
も
の
は
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
里
倉
に
置
き
っ
放
し
に
し
て
お
り
、
利
子
だ
け
は
き
ち
ん
と
も
ら
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
し
て
、
財
政
運
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
を
糊
塗
す
る
よ
う
な
、
ご
ま
か
す
よ
う
な
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
（
坂
上
康
俊
「
負
名
体
制
の
成
立
」『
史
学
雑
誌
』
第
九
十
四
巻
第
二
号

一
九
八
五
年
）。
弓
削
仲
宣
は
、
こ
れ
に
関
し

て
勤
務
評
定
で
合
格
が
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
九
第
六
話
『
歌
を
詠
ん
で
罪
を
許
さ
れ
る
事
』
に
も
大
隅
守
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
大
隅
守
は
、
怠
慢
な
郡

司
を
懲
ら
し
め
る
た
め
、
呼
び
出
し
て
笞
で
打
と
う
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
に
年
老
い
て
い
る
の
で
哀
れ
を
催
し
て
、
何
と

か
許
し
て
や
ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
揚
げ
句
、「
歌
を
詠
め
る
か
」
と
き
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
郡
司
が
「
年

を
経
て

頭
の
雪
は

つ
も
れ
ど
も

し
も
と
見
る
に
ぞ

身
は
冷
え
に
け
る
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
だ
の
で
、
こ
の
歌
に
免
じ
て
許
し

て
や
っ
た
と
い
う
話
で
す
。
こ
の
話
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
だ
け
で
は
な
く
他
に
数
種
の
説
話
集
の
中
に
出
て
き
ま
す
。

こ
の
歌
は
、
十
一
世
紀
初
頭
に
成
立
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
拾
遺
和
歌
集
』
雑
下
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
隅
守
桜
島
忠
信
が
国
に
侍
り
け
る
時
、
郡
の
つ
か
さ
、
か
し
ら
白
き
翁
の
侍
り
け
る
を
、
召
し
か
ん
が
へ
ん
と
し
侍
り
に
け

る
時
、
翁
の
よ
み
侍
り
け
る

老
は
て
て
雪
の
山
を
ば
い
た
だ
け
ど
し
も
と
見
る
に
ぞ
身
は
ひ
え
に
け
る

此
歌
に
よ
り
て
許
さ
れ
侍
り
に
け
る
。

こ
の
主
人
公
で
あ
る
大
隅
守
は
、
桜さ
く
ら

島じ
ま
の

忠た
だ

信の
ぶ

と
い
う
人
物
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
、
九
六
八
年
に

備
後
権
介
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数
年
後
の
九
七
〇
年
代
に
大
隅
守
に
就
任
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
隅
国
府
で
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
説
話
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
前
に
大
隅
国
府
跡
の

気け

色し
き

の
杜も
り

遺
跡
（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
内
側
に
連
綿
の
仮
名
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
字
自
体
は
、
は
っ
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き
り
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
ち
と
せ
は
ふ
と
も
さ
き
は
ひ
あ
れ
□
」
と
い
う
恐
ら
く
は
和
歌
の
下

の
句
に
あ
た
る
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
隅
国
府
で
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
と
い

う
説
話
が
現
物
と
し
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
年
代
的
に
も
、
そ
ん
な
に
遠
く
離
れ
た
年
代
で
は

な
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
と
で
話
す
こ
と
と
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
気
色
の
杜
遺
跡
か
ら
は
炭
化
物
が
出
土
し
、
そ
の
年

代
測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
こ
は
十
一
世
紀
前
半
に
火
災
に
遭
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

ⅲ
．
大
宰
府
と
管
内
諸
国
の
対
立

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
大
宰
府
と
管
内
諸
国
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
聖
心
女
子
大
学
の
佐
々
木
恵
介
さ
ん
が
大
宰
府
の
管
内
支
配
の
変
遷
を
検
討
し
た
論

文
を
書
い
て
い
ま
す（
佐
々
木
恵
介
、二
〇
一
八
年「
大
宰
府
の
管
内
支
配
変
質
に
関
す
る
試
論
」『
日

本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
）。

表
2
の
よ
う
に
、
九
九
一
年
か
ら
一
〇
一
四
年
ま
で
に
五
人
の
大
宰
大
弐
や
帥
が
い
ま
す
が
、
五

人
と
も
管
内
諸
国
と
対
立
し
て
辞
め
て
い
ま
す
。
対
立
し
た
相
手
は
、
宇
佐
八
幡
宮
、
豊
後
守
、
豊

前
守
な
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
大
宰
府
も
地
元
の
国
司
た
ち
も
支
配
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
恐

ら
く
、
競
合
関
係
に
至
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
宰
府
官
長
は
府
官
を
手
足
と
し
て
使
い
、

管
内
諸
国
で
積
極
的
に
土
地
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
各
国
の
受
領
た
ち
も
、
国
内
支
配
の
強

表 2 　大宰府管内の受領・寺社と対立して解任された帥・大弐
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化
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

大
隅
国
に
関
し
て
も
、『
日
本
紀
略
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
年
）
七
月
一
日
条
に
、「
大
隅
守
菅す

が

野の
の

重し
げ

忠た
だ

、
大
宰
府
に
於
い
て
、
大お
お

蔵く
ら

満み
つ

高た
か

の
為
に
射
殺
せ
ら
る
。」
と
あ
っ
て
、
大
隅
守
の
菅
野
重
忠
が
大
宰
府
で
大
蔵
満
高
に
射
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

菅
野
重
忠
の
大
隅
守
任
命
は
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
の
こ
と
で
す
が
、
重
忠
は
、
大
隅
守
に
な
る
前
に
既
に
大
宰
府
と
関
係
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
、『
御
堂
関
白
記
』（
藤
原
道
長
の
日
記
）
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
年
）
二
月
九
日
条
の
「
帥
中
納
言
の
許
よ
り
、
重
忠

に
付
し
て
消
息
有
り
。」
な
ど
の
記
事
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
大
蔵
満
高
は
、
藤
原
純
友
の
乱
に
追
捕
使
と
な
っ
た
大
蔵
春
実
の
子
孫

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
央
の
貴
族
た
ち
の
中
に
も
大
宰
府
に
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

四
．
大
隅
国
焼
き
討
ち
事
件

ⅰ
．
焼
き
討
ち
事
件
の
経
緯

そ
ん
な
中
で
、
最
初
に
申
し
上
げ
た
二
つ
目
の
注
目
記
事
で
あ
る
大
隅
国
府
焼
き
討
ち
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
ま

と
ま
っ
た
史
料
は
、『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
年
）
八
月
二
十
一
日
条
で
す
。
こ
こ
に
は
、
こ
の
事
件
を
受
け
て
犯
人
を
都

に
召
喚
す
る
た
め
に
発
し
た
以
下
の
よ
う
な
太
政
官
符
の
原
案
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

太
政
官
、
大
宰
府
に
符
す
、
応
に
早
く
使
者
に
附
し
て
大だ
い

監げ
ん

従
五
位
下
平
朝
臣
季
基
并
び
に
男
散
位
従
五
位
下
兼
光
及
び
兼
助

等
を
召
し
進
む
べ
き
事
。

使
右
衛
門
案
主
笠
孝
良
、
従
二
人
、
火
長
一
人
。

右
、
右
大
臣
宣
す
ら
く
、
勅
を
奉
る
に
、
大
隅
国
、
件
の
季
基
等
国
庁
・
守
館
・
官
舎
・
民
烟
并
び
に
散
位
藤
原
良
孝
の
住
宅
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を
焼
亡
し
、
及
び
財
物
を
掠
取
し
、
雑
人
を
殺
害
す
る
の
由
を
言
上
す
。
仍よ

り
て
勘
糺
せ
し
む
。
宜
し
く
彼
の
府
に
仰
せ
て
管

内
に
下
知
し
早
く
使
者
に
附
し
て
其
身
を
召
し
進
め
し
め
よ
者て
へ

れ
ば
、
府
宜
し
く
承
知
し
、
宣
に
依
り
て
之
を
行
へ
。
使
者
往

還
の
間
は
例
に
依
り
て
食
・
馬
を
給
へ
。
路
次
の
国
亦
宜
し
く
此
に
准
ず
べ
し
、
符
到
ら
ば
奉
行
せ
よ
。

右
大
弁
源
朝
臣

左
大
史
小
槻
宿
祢

長
元
二
年
八
月
七
日

こ
こ
に
は
、「
応
に
早
く
使
者
に
附
し
て
大
監
従
五
位
下
平
朝
臣
季
基
并
び
に
男
散
位
従
五
位
下
兼
光
及
び
兼
助
等
を
召
し
進
む
べ

き
事
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
島
津
荘
の
開
発
者
と
目
さ
れ
て
い
る
季
基
と
そ
の
子
息
が
都
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
呼
び
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、「
勅
を
奉
る
に
、
大
隅
国
、
件
の
季
基
等
国
庁
・
守
館
・
官
舎
・
民
烟
并
び
に
散
位

藤
原
良
孝
の
住
宅
を
焼
亡
し
、
及
び
財
物
を
掠
取
し
、
雑
人
を
殺
害
す
る
の
由
を
言
上
す
」、
つ
ま
り
、
国
の
役
所
、
国
司
の
館
な
ど

が
焼
き
討
ち
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
大
隅
国
か
ら
政
府
に
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
季
基
は
大
宰
府
の
役
人
で
す
か
ら
、
そ

の
罪
を
問
い
た
だ
す
た
め
に
、
大
宰
府
に
対
し
て
、「
都
に
送
れ
」
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
あ
と
の
動
き
に
は
曲
折
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。『
小
右
記
』
長
元
二
年
九
月
五
日
条
に
そ
の
経
緯
が
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
少
し
長
い
の
で
、
内
容
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

大
宰
大
弐
で
あ
っ
た
藤
原
惟こ

れ

憲の
り

は
、
事
実
上
の
大
宰
府
の
ト
ッ
プ
で
す
。
こ
こ
に
は
、
藤
原
惟
憲
は
季
基
か
ら
絹
三
千
疋
余
り
を
得

て
、
大
宰
府
解
か
ら
平
季
基
・
兼
助
の
名
前
を
除
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

九
州
で
は
大
宰
府
が
管
内
諸
国
を
総
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
国
か
ら
の
政
府
へ
の
報
告
は
大
宰
府
経
由
で
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
隅
国
か
ら
都
に
提
出
す
る
書
類
も
大
宰
府
を
経
由
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
大
宰
府
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
惟
憲
は
、

犯
人
の
季
基
か
ら
贈
ら
れ
た
三
千
疋
の
絹
を
懐
に
入
れ
て
、
季
基
の
名
前
を
削
っ
た
、
つ
ま
り
、
免
罪
し
よ
う
と
し
た
と
書
か
れ
て
い
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ま
す
。『
小
右
記
』
で
は
、「
惟
憲
は
貪
欲
の
者
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
年
）
九
月
十
五
日
条
に
は
、「
頭
弁
朝
経
、
史
守
重
を
差
し
て
蜜
々
示
し
送
り
て
云
く
、（
中
略
）、

守
重
は
予
の
僕し

も
べな
り
。」
と
あ
っ
て
、
館
を
焼
き
討
ち
さ
れ
た
大
隅
守
船ふ
ね
の

守も
り

重し
げ

は
、
実
資
の
家
人
、
家
来
で
し
た
か
ら
、
恐
ら
く
、
主

人
の
実
資
に
対
し
て
裏
事
情
を
洗
い
ざ
ら
い
打
ち
明
け
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
実
資
が
頼
通
に
対
し
て
裏
事
情
を
説
明
し

た
た
め
、
実
際
の
命
令
文
書
の
中
に
は
季
基
の
名
前
が
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
惟
憲
や
季
基
は
裏
で
い
ろ
い
ろ
画
策
し
ま

し
た
が
、
う
ま
く
い
か
ず
に
都
に
召
喚
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
一
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
う
い
っ
た
問
題
が
ち
ょ
う
ど
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
よ
う

に
大
隅
に
住
む
藤
原
良
孝
が
色
革
・
小
手
革
・
赤
木
・
檳
榔
・
夜
久
貝
を
実
資
に
贈
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
誰
が
ど
う

見
て
も
政
治
工
作
で
す
。
こ
の
時
期
、
惟
憲
の
上
に
は
頼
通
が
い
て
、
大
隅
守
は
実
資
の
家
人
の
船
守
重
で
す
か
ら
、
ど
う
も
二
系
統

で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
も
う
一
度
触
れ
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
気
色
の
杜
遺

跡
出
土
の
炭
化
物
は
、
こ
の
国
府
焼
き
討
ち
事
件
に
関
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

良
孝
が
実
資
に
夜
久
貝
五
〇
個
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
前
年
の
『
小
右
記
』
長
元
元
年
九
月
七
日
条
に
「
夜
久
貝
卌
余
を
前
帥
の
使
に

付
す
。
彼
の
消
息
有
る
に
依
り
て
之
を
送
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
資
は
前
帥
（
藤
原
隆
家
）
に
四
〇
個
の
夜
光
貝
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
大
隅
の
良
孝
か
ら
五
〇
個
の
夜
光
貝
が
贈
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
実
資
の
手

元
に
は
、
常
時
、
一
定
数
の
夜
光
貝
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
光
貝
は
大
変
貴
重
品
で
す
か
ら
、
上
級
貴
族
た
ち
は
譲
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
の
で
、
こ
れ
も
政
治
的
な
意
味
を
持
た
せ
つ
つ
、
や
り
と
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

表
3
は
『
小
右
記
』
に
見
え
る
南
九
州
と
の
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
上
か
ら
二
人
目
の
延の
ぶ

嘉よ
し

と
い
う
人
物
は
素
性
が
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
大
隅
掾じ
よ
う

為た
め

頼よ
り

は
、
掾
に
任
官
す
る
際
に
実
資
が
口
を
利
い
て
い
ま
す
。
薩
摩
守
の
巨こ

勢せ
の

文ふ
み

任と
う

は
実
資
の
家
人
で
す
。
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先
ほ
ど
名
前
を
挙
げ
た
大
隅
守
の
船
守
重
も
実
資
の
家
人
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
右

大
臣
だ
っ
た
実
資
は
、
自
分
の
息
の
掛
か
っ
た
人
を
薩
摩
や
大
隅
に
送
り
込
み
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
都
に
送
ら
せ
て
い
ま
す
。

で
は
、
焼
き
討
ち
を
し
た
季
基
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。『
日
本
紀
略
』
長
元
三
年
（
一

〇
三
〇
年
）
正
月
二
十
三
日
条
に
は
、「
大
宰
大
監
平
季
基
を
召
し
、
左
衛
門
陣
に
候
せ

し
む
。
御
物
忌
に
依
る
な
り
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
季
基
は
都
に
召
喚
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
尋
問
を
受
け
た
は
ず
で
す
。
国
府
を
焼
き
討
ち
す
る
こ
と
は
国
家
に
対

す
る
反
逆
行
為
で
す
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
関
東
で
は
平
忠た

だ

常つ
ね

の
乱
が
起
こ
っ
て
お
り
、

忠
常
は
追
討
さ
れ
ま
し
た
。
大
隅
国
府
焼
き
討
ち
は
大
変
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
翌
年
、『
小
右
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
年
）
正
月
十
三
日
条
に
は
「
季
基
、
雑
物

唐
錦
一
疋
・
唐
綾
二
疋
・
絹
二
百
疋
・

総
鞦
色
革
百
枚
・
紫
革
五
十
枚　
　

を
進
む
。」
と
あ
っ
て
、
季
基
は
実
資
の
も
と
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
季
基
は
処
罰
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
惟
憲
も
処

罰
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
大
隅
国
を
め
ぐ
っ
て
、
関
白
藤
原
頼
通
─
大
宰
大
弐
藤
原
惟

憲
─
大
宰
大
監
平
季
基
の
ラ
イ
ン
と
、
右
大
臣
藤
原
実
資
─
大
隅
国
守
船
守
重
─
大
隅
国

住
人
藤
原
良
孝
の
ラ
イ
ン
と
い
う
二
つ
の
ラ
イ
ン
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
競
合
し
て
い
ま
し

た
。
恐
ら
く
、
季
基
の
大
隅
国
府
焼
き
討
ち
は
、
個
人
的
な
利
益
の
た
め
に
襲
撃
し
た
も

の
で
は
な
く
、
大
宰
府
の
利
益
を
代
表
し
て
大
隅
国
府
と
対
決
し
、
公
務
の
中
で
起
こ
っ

表 3 　『小右記』に見える南九州との関係
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た
事
件
と
し
て
処
理
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

政
治
工
作
と
し
て
品
物
を
贈
っ
た
藤
原
良
孝
に
つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
す
が
、
私
は
、
良
孝
は
国
司
と

し
て
赴
任
後
大
隅
国
に
土
着
し
、
散
位
と
は
い
え
、
国
衙
内
部
に
一
定
の
地
歩
を
持
っ
た
か
な
り
有
力
な
人
物
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
洋
大
学
の
森
公
章
さ
ん
は
、
在
地
性
の
強
い
任
用
国
司
あ
る
い
は
在
庁
官
人
ク
ラ
ス
の
人
物
で
は
な
い

か
と
言
っ
て
い
ま
す
（
森
公
章
、二
〇
一
九
年
「
真
上
勝
岡
異
見
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
十
二
集
（
史
学
科
篇
四
十
四
号
））。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

良
孝
の
子
孫
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
藤
原
頼よ

り

光み
つ

と
い
う
人
物
が
所
領
を
子

ど
も
た
ち
に
譲
っ
た
際
に
作
っ
た
治
暦
五
年
（
一
〇
六
九
）
正
月
二
十
九
日
付
の
所
領
配
分
状

が
残
っ
て
い
ま
す
。（『
禰ね
じ
め寝
文
書
』）。
そ
れ
を
表
4
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大

隅
管
内
の
あ
ち
こ
ち
の
所
領
を
譲
っ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
は
、
大
宰
府
に
納
め
る
べ
き
税
を
納

め
ら
れ
な
い
人
の
代
り
に
税
を
納
め
る
形
で
所
領
を
集
積
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

地
元
で
は
、
こ
う
い
う
有
力
者
も
登
場
し
て
き
て
い
る
中
で
、
季
基
ら
が
動
い
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
焼
き
討
ち
事
件
は
、
政
治
工
作
が
行
わ
れ
た
り
、
太
政
官
符
が
作
ら
れ
た
の
が
一
〇

二
九
年
で
す
か
ら
、
恐
ら
く
、
そ
の
前
年
に
起
こ
っ
た
事
件
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

隣
の
日
向
国
で
島
津
荘
が
で
き
た
の
が
一
〇
二
四
年
か
ら
一
〇
二
八
年
の
間
で
す
。
そ
れ
は

季
基
が
開
発
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
同
じ
人
物
が
大
隅
国
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
島
津
荘
を
大
隅
国
に
拡
大
す
る
動
き
と
し
て
理
解
で
き
る
の

表 4 　藤原頼光所領配分状案にみえる所領
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で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

五
．
島
津
荘
成
立
の
契
機

ⅰ
．
荘
園
成
立
の
契
機
に
つ
い
て

荘
園
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
私
は
も
と
も
と
古
代
史
の
専
門
で
す
の
で
、
中
世
の
荘
園
成
立
論
は
よ
く
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
日
話
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
こ
こ
二
カ
月
ぐ
ら
い
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

簡
単
に
言
う
と
、
寄
進
を
軸
に
し
て
「
下
か
ら
」
荘
園
は
造
ら
れ
て
い
く
と
い
う
「
下
か
ら
の
」
荘
園
制
論
と
、
荘
園
領
主
の
ほ
う

で
開
発
し
て
荘
園
を
造
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
と
「
上
か
ら
の
」
荘
園
制
論
が
あ
り
ま
す
（
鎌
倉
佐
保
「
荘
園
制
と
中
世
年
貢
の
成
立
」

（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
六
巻
（
中
世
一
）
二
〇
一
三
年
）。

そ
う
し
た
中
で
、
大
隅
国
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
十
一
世
紀
初
頭
に
は
国
衙
の
荒
廃
公
田

開
発
奨
励
政
策
な
ど
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
正
月
二
十
二
日
付
和
泉
国
符
案
）。
つ
ま
り
、

荒
れ
果
て
た
田
を
再
開
発
す
る
。
こ
れ
は
国
司
主
導
、
受
領
主
導
で
そ
う
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
大
隅
国
あ
た
り
、
あ
る
い
は
日
向
国
あ
た
り
で
も
十
世
紀
の
末
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
受
領
を
中
心
と
す
る
開
発

の
動
き
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
宰
府
も
同
じ
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
競
合
関
係
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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ⅱ
．
考
古
学
か
ら
見
る
都
城
盆
地

考
古
学
か
ら
見
る
都
城
盆
地
に
つ
い
て
、
少
し
紹
介
を
し
て
お
き
ま
す
。
都
城
盆
地
は
島
津
荘

が
最
初
に
成
立
し
た
場
所
で
す
。
こ
こ
に
も
う
十
数
年
前
で
す
が
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
大

島
畠
田
遺
跡
（
都
城
市
金
田
町
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
古
代
か
ら
中
世
の
大
型
建
物
を
含
む

非
常
に
面
白
い
遺
跡
と
い
う
こ
と
で
、
調
査
さ
れ
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
を
経
ず
に
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
5
は
、
最
近
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。
こ
の
奥
に
見
え
る
の
が
、
高

千
穂
峰
と
い
う
霧
島
連
峰
の
中
で
最
も
き
れ
い
な
山
で
す
。
そ
れ
を
見
晴
ら
せ
る
よ
う
な
所
に
大

島
畠
田
遺
跡
は
立
地
し
て
い
ま
す
。
図
4
は
十
世
紀
は
じ
め
こ
ろ
の

遺
構
配
置
図
で
す
。
大
型
の
建
物
が
あ
っ
て
、
池
状
遺
構
の
中
に
建

物
が
建
っ
て
い
ま
す
。
お
堂
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
話
で
す
。
大

型
建
物
は
、
日
向
国
の
国
庁
の
一
番
大
き
な
時
代
の
正
殿
と
変
わ
ら

な
い
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
国
の
役
所
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
建
物
が

建
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
島
畠
田
遺
跡
は
、
最
初
の
う
ち
は
公
的
機
関
で
、
そ
の
あ
と
は

有
力
者
の
居
館
と
い
う
性
格
に
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
島
畠
田
遺
跡
は
十
世
紀
の
半
ば
ぐ
ら
い
で

終
わ
り
ま
す
。
島
津
荘
が
始
ま
る
十
一
世
紀
に
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。

写真 5 　大島畠田遺跡図 4 　10世紀初めの大島畠田遺跡の遺構配置図
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都
城
市
に
桒
畑
光
博
さ
ん
と
い
う
大
変
優
秀
な
考
古
学
者
が
い
て
、
こ
の
辺
り
の
時
代
と
、
火
山
灰
を
用
い
た
考
古
学
研
究
で
全
国

的
に
名
前
を
知
ら
れ
て
い
る
人
で
す
。
こ
の
人
が
都
城
盆
地
の
遺
跡
分
布
を
調
べ
て
い
ま
す
。

図
5
は
「
都
城
盆
地
に
お
け
る
奈
良
・
平
安
時
代
の
時
期
別
遺
跡
分
布
」（
桒
畑
光
博

二
〇
〇
九
「
島
津
荘
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸

問
題
」『
地
方
史
研
究
』
三
四
一
号
）
で
す
。
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
の
遺
跡
数
は
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
急
激
に
増

え
て
い
ま
す
。
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
一
世
紀
に
な
る
と
急
激
に
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
八
世
紀
、
九
世
紀
、
十
世
紀

は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
、
そ
の
あ
と
急
激
に
減
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
あ
と
、
再
び
遺
跡
が
形
成
さ
れ
、
十
二
世
紀
に
な
る
と
遺
跡

数
は
急
増
し
て
い
き
ま
す
。
遺
跡
数
が
急
激
に
減
っ
た
状
況
が
「
無
主
荒
野
の
地
」
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
話
で
は
な
い
か
。

実
は
、
こ
の
無
主
荒
野
の
地
は
、
荘
園
を
建
て
る
と
き
の
常
套
句
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
誰
か
の

も
の
を
奪
っ
て
荘
園
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
そ
こ
は
誰
の
も
の
で
も
な
い
土
地
（
無
主
荒
野
の
地
）
な
の
で
、
そ
れ
を
開

発
し
て
荘
園
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、「
荘
園
を
造
る
際
の
常
套
句
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
桒

畑
さ
ん
の
研
究
に
よ
る
と
、「
い
や
、
あ
な
が
ち
常
套
句
で
は
な
く
て
、
実
際
に
荒
廃
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

二
〇
一
七
年
に
都
城
市
で
郡
元
西
原
遺
跡
と
言
う
遺
跡
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
道
路
を
造
っ
て
都
市
街
化
整
備
を
し
て
い
く

た
め
の
調
査
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
図
6
（
都
城
島
津
邸
編

二
〇
二
三
年
）
の
よ
う
な
方
形
の
居
館
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
大

体
十
一
世
紀
の
後
半
ぐ
ら
い
、
島
津
荘
が
で
き
て
少
し
ぐ
ら
い
の
時
期
に
こ
う
い
う
も
の
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
居
館
が
見
つ
か
っ
た
場
所
に
つ
い
て
、
図
7
「
一
万
城
扇
状
地
に
お
け
る
平
安
時
代
の
遺
跡
分
布
」
を
見
て
く
だ
さ
い
（
桒
畑

光
博

二
〇
二
一
「
島
津
荘
の
成
立
か
ら
拡
大
期
に
お
け
る
遺
跡
の
様
相
」
岩
永
省
三
先
生
退
職
記
念
論
文
集
『
持
続
す
る
志

下
』

中
国
書
店
）。
実
は
、
こ
こ
に
祝
吉
御
所
跡
（
島
津
忠
久
屋
敷
跡
の
伝
承
地
）
が
あ
り
ま
す
。
伝
承
的
に
は
、
島
津
氏
が
こ
こ
に
居
た
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図 5 　都城盆地における奈良・平安時代の時代別遺跡分布
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図 7 　一万城扇状地における平安時代の遺跡分布

図 6 　郡元西原遺跡 領主館推定規模図
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と
い
う
場
所
で
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
居
館
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
点
線
で
囲
ま
れ
た
部
分
（
島
津
院
推
定
区
域
）
が
、
島
津
荘
が
ス
タ
ー
ト
し
た
エ
リ
ア
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
場
所

で
す
。
し
か
し
、こ
の
中
は
ほ
と
ん
ど
開
発
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、こ
の
場
所
を
平
季
基
が
開
発
し
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
筋
書
き
を
桒
畑
さ
ん
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
元
の
話
に
な
っ
て
申
し
訳
な
い
で
す
が
、
都
城
と
い
う
所
は
考
古
学
の
発
掘
に
大
変
熱
心
な
所
で
、
考
古
学
の
職
員
だ
け

で
、
多
い
と
き
は
十
人
ぐ
ら
い
居
ま
し
た
。
細
か
い
所
ま
で
本
当
に
よ
く
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
か
な
り
綿
密
に
調
査
さ
れ

て
い
る
中
で
、
恐
ら
く
は
、
十
一
世
紀
頃
、
都
城
盆
地
全
体
で
遺
跡
が
減
っ
て
無
主
荒
野
の
地
が
拡
大
す
る
な
か
、
開
発
が
及
ん
で
い

な
い
一
万
城
扇
状
地
に
手
を
付
け
て
、
そ
こ
が
島
津
荘
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
い
う
説
は
説
得
力
が
か
な
り
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
な
お
、
二
〇
二
四
年
六
月
二
四
日
、
文
化
財
審
議
会
は
、
郡
元
西
原
遺
跡
を
国
史
跡
大
島
畠
田
遺
跡
に

追
加
指
定
し
、
名
称
を
「
大
島
畠
田
遺
跡

附
つ
け
た
り

郡
元
西
原
遺
跡
」
に
変
更
す
る
よ
う
に
文
部
科
学
省
に
答
申
し
ま
し
た
）

ⅲ
．
な
ぜ
万
寿
年
間
か
？

島
津
荘
の
成
立
が
な
ぜ
万
寿
年
間
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
は
、
誰
も
あ
ま
り
答
え
て
い
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
、
大

弐
惟
憲
の
個
人
的
な
事
情
に
よ
っ
て
、
季
基
が
送
り
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
熊
本
学
園
大
学
の
小

川
弘
和
さ
ん
は
『
中
世
的
九
州
の
形
成
』（
高
志
書
院

二
〇
一
六
年
）
と
い
う
本
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
年
）
の
刀と

伊い

の
事
件
（
刀
伊
の
入に
ゆ
う

寇こ
う

）
で
は
、
刀
伊
（
女
真
族
）
が
九
州
な
ど
に
攻
め
て
き
て
、
九
州
で
激

し
い
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
九
州
の
武
士
が
台
頭
し
て
い
く
一
つ
の
重
要
な
契
機
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
翌

年
に
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
二
度
目
、
あ
る
い
は
三
度
目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
南
蛮
襲
来
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
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こ
う
い
っ
た
刀
伊
事
件
と
か
南
蛮
襲
来
事
件
は
、
恐
ら
く
は
、
大
宰
府
を
中
心
に
そ
の
鎮
圧
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
周
辺
海

域
治
安
維
持
の
軍
事
態
勢
強
化
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
交
易
・
外
交
の
管
理
窓
口
機
能
を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
、
南
九
州
を

場
と
す
る
南
島
交
易
に
つ
い
て
も
、
大
宰
府
主
導
の
秩
序
形
成
と
交
易
体
制
管
理
の
必
要
を
強
く
意
識
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

南
島
交
易
が
大
き
な
焦
点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
大
宰
府
が
直
接
管
轄
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な

流
れ
の
中
で
、
南
九
州
に
支
配
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
小
川
さ
ん
は
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
だ
細
か

い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
は
、
な
る
ほ
ど
と
言
え
る
内
容
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

島
津
荘
が
成
立
し
た
こ
ろ
の
南
九
州
か
ら
南
島
に
か
け
て
の
動
き
を
概
観
し
て
、
今
日
の
話
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ⅰ
．
大
隅
正
八
幡
宮
八
幡
宮
領
の
成
立

島
津
荘
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
、
大
隅
正
八
幡
宮
領
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
大
隅
正
八
幡
宮
は
『
延
喜
式
』
で
は
鹿
児
島
神
社
と

し
て
出
て
く
る
神
社
に
な
り
ま
す
。
鹿
児
島
神
社
の
「
鹿
児
島
」
は
、
今
は
鹿
児
島
市
と
か
鹿
児
島
県
と
言
う
自
治
体
名
に
も
な
っ
て

い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
桜
島
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
鹿
児
島
神
社
は
本
来
桜
島
を
祭
る
神
社
で
し
た
。

「
石
清
水
宮
御
璽
筥
事
」
紙
背
文
書
に
は
、「
元
命

大
隅
八
幡
別
宮
知
府
宣

長
元
七
年
」
と
あ
り
ま
す
。
元
命
は
、
宇
佐
か
ら
出
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て
石
清
水
八
幡
宮
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
人
物
で
す
が
、
こ
れ
が
長
元
七
年
に
大
隅
八
幡
別
宮
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

鹿
児
島
神
宮
が
大
隅
正
八
幡
宮
に
な
っ
て
、
八
幡
神
化
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
八
幡
神
化
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
大
学
の
日
隈
正
守
さ
ん
が
、
二
つ
の
要
因
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
南
蛮
襲

来
事
件
で
す
。
も
う
一
つ
が
、
国
府
焼
き
打
ち
事
件
で
す
。
つ
ま
り
、
八
幡
と
い
う
の
は
基
本
的
に
武
の
神
様
で
す
の
で
、
国
府
が
中

心
に
な
っ
て
武
の
神
様
を
勧
請
す
る
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
桑
幡
家
文
書
」
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
十
一
月

日
付
正
八
幡
宮
講
衆
・
殿
上
等
訴
状
写
と
い
う
史
料
は
、
桑
幡
家
と
い
う
大

隅
正
八
幡
宮
の
社
家
が
伝
え
て
い
る
、
し
か
も
一
三
三
九
年
と
い
う
だ
い
ぶ
時
代
の
下
っ
た
史
料
で
す
が
、
そ
れ
に
は
「
去
る
長
久
年

中
に
国
司
、
姶あ

い

良ら

庄
を
も
っ
て
御
宝
前
に
四
季
転
読
大
般
若
教
の
供
料
所
と
し
て
寄
せ
た
て
ま
つ
る
の
処
」
と
あ
っ
て
、
国
司
が
姶
良

庄
を
正
八
幡
宮
に
寄
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
姶
良
庄
は
平
季
基
の
弟
良
宗
が
開
発
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
お
り
、
兄
弟

の
中
で
も
政
治
的
な
立
場
が
違
っ
た
よ
う
で
す
（
日
隈
正
守

二
〇
一
四
「
大
隅
正
八
幡
宮
領
の
形
成
過
程
」『
古
代
文
化
』
第
六
六

巻
第
二
号
（
通
巻
五
九
七
号
））。
季
基
は
大
宰
府
、
良
宗
は
国
府
に
就
く
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
の
大
隅
国
内
の
動
き
は
、
こ
の
島

津
荘
の
動
き
と
大
隅
八
幡
宮
領
の
動
き
と
い
う
、
大
き
な
二
つ
が
絡
み
合
い
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ⅱ
．
高
麗
・
宋
と
の
関
係

『
日
本
紀
略
』
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
年
）
三
月
条
に
は
高
麗
人
の
大
隅
国
漂
着
記
事
、『
百
錬
抄
』
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
年
）
七

月
十
日
条
に
は
日
向
国
の
女
の
送
還
に
関
す
る
に
は
高
麗
国
牒
状
に
関
す
る
記
事
、『
日
本
紀
略
』
康
平
元
年
（
一
〇
五
八
年
）
閏
十

二
月
二
十
七
日
条
に
は
大
隅
国
に
流
来
し
た
唐
人
守
道
利
の
殺
害
事
件
に
関
す
る
記
事
、『
高
麗
史
』
文
宗
三
十
四
年
（
一
〇
八
〇
年
）

閏
九
月
庚
子
条
に
は
、
日
本
国
の
薩
摩
州
か
ら
の
使
節
と
方
物
献
上
記
事
な
ど
が
見
え
ま
す
。
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十
一
世
紀
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
高
麗
人
と
か
宋
の
人
が
や
っ
て
く
る
と
い
っ
た
こ
と
で
、
南
九
州
は
対
外
的
な
関
係
の

中
で
も
顔
を
出
す
よ
う
な
状
態
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ⅲ
．
南
島
の
展
開

島
津
荘
が
成
立
す
る
頃
、
南
島
で
新
し
い
歴
史
的
展
開
が
見
え
ま
す
。

そ
の
前
提
と
も
言
え
る
変
化
が
、
北
部
九
州
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
鴻
臚
館
か
ら
博
多
遺
跡
群
へ
と
い
う
展
開
で
す
。
こ
れ
は
有
名

な
話
で
す
が
、
大
宰
府
鴻
臚
館
が
十
一
世
紀
の
半
ば
ぐ
ら
い
に
廃
絶
し
て
、
そ
の
あ
と
博
多
遺
跡
群
が
中
心
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
博
多
遺
跡
群
は
、
住
蕃
貿
易
の
拠
点
で
あ
り
、
宋
の
商
人
た
ち
の
コ
ロ
ニ
ー
が
造
ら
れ
て
い
て
、
宋
の
商
人
た
ち
が
積
極
的
に
動
き

回
っ
て
交
易
を
行
っ
て
い
き
、
そ
れ
が
南
島
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
一
世
紀
の
半
ば
頃
、
徳
之
島
で
カ
ム
ィ
ヤ
キ
と
い
う
焼
き
物
が
作
ら
れ
始
め
ま
す
。
こ
の
カ
ム
ィ
ヤ
キ
は
、
私
は
「
カ
ム
ィ
ヤ
キ

類
須
恵
器
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
「
類
須
恵
器
」
と
か
「
南
島
産
須
恵
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
一

九
八
〇
年
代
に
、
徳
之
島
の
伊
仙
町
で
窯
跡
が
見
つ
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
場
所
に
ち
な
ん
で
「
カ
ム
ィ
ヤ
キ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
二
〇
〇
七
年
に
徳
之
島
カ
ム
ィ
ヤ
キ
陶
器
窯
跡
と
し
て
国
指
定
史
跡
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
）。

カ
ム
ィ
ヤ
キ
は
、
常
滑
・
渥
美
両
窯
（
愛
知
県
）、
珠
洲
窯
（
石
川
県
）、
東
播
諸
窯
（
兵
庫
県
）
と
並
ん
で
四
大
広
域
中
世
陶
器
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
布
域
は
、
沖
縄
県
の
波
照
間
島
か
ら
鹿
児
島
県
出
水
市
ま
で
分
布
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一

〇
年
ほ
ど
前
、
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
の
工
事
の
事
前
調
査
で
、
長
崎
県
大
村
市
の
竹
松
遺
跡
と
い
う
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
こ
の
遺

跡
で
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
破
片
が
幾
つ
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
製
造
技
術
は
、
ど
う
も
高
麗
の
無
釉
陶
器
の
影
響
が
強
く
、

朝
鮮
半
島
の
技
術
で
焼
か
れ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ま
た
こ
の
頃
、
南
島
に
は
滑
石
製
の
石
鍋
が
大
量
に
流
入
し
て
き
ま
す
。
滑
石
製
石
鍋
は
、
石
焼
き
ビ
ビ
ン
バ
の
鍋
み
た
い
な
も
の

で
す
。
取
っ
手
の
部
分
が
つ
ま
み
に
な
っ
て
い
る
縦
耳
型
の
も
の
と
、
ぐ
る
り
と
鍔
が
一
周
す
る
羽
釜
型
が
あ
り
ま
す
。
南
島
で
出
土

す
る
の
は
、
基
本
的
に
縦
耳
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
縦
耳
型
は
十
一
世
紀
が
中
心
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
少

し
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
で
す
の
で
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
南
の
島
に
こ
う
い
っ
た
も
の
が
大
量
に
入
っ
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
十
一
世
紀
の
半
ば
ぐ
ら
い
に
城
久
遺
跡
群
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
写
真
6
は
こ
の
時
期
を
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
象
徴
す
る

も
の
で
、
小
ハ
ネ
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
土
坑
墓
で
す
。
そ
こ
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
を
見
る
と
、
ま
ず
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
壷
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
玉
縁
口
縁
白
磁
で
す
。
太
宰
府
分
類
の
Ⅳ
類
と
呼
ば
れ
る
貿
易
陶
磁
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ガ
ラ
ス
玉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
ガ
ラ
ス
の
専
門
家
で
あ
る
田
村
朋
美
さ
ん
の
分
析
に
よ
る
と
、
鉛
ガ
ラ
ス
で
あ
っ
て
、
そ
の
鉛
の
成
分
分
析

か
ら
対
馬
の
鉛
を
使
っ
て
お
り
、
こ
の
ガ
ラ
ス
玉
自
体
は
大
宰
府
近
辺
で
作
ら
れ
た
も
の
が
南
島

に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
大
ウ
フ
遺
跡
か
ら
は
鞴
の
羽
口
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
製
鉄
を
行
っ
て
い
る

の
は
、
南
島
で
は
喜
界
島
の
城
久
遺
跡
群
だ
け
で
す
。
こ
こ
で
造
ら
れ
た
鉄
が
南
島
に
ど
ん
ど
ん

流
入
し
て
い
く
と
、
そ
の
鉄
製
品
を
使
っ
て
農
耕
が
始
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
琉
球
列
島
の
中
の
農
耕
の
始
ま
り
と
城
久
遺
跡
群
の
関
わ
り
は
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
も
出
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
使
っ
た
分
析
に
よ
る
と
、
南
九
州
と
か
九
州
の
人
た
ち
が
南
島
に
大
量
に
移
民
し
て

い
き
、
ど
う
も
こ
れ
に
よ
っ
て
農
業
も
始
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
先
ほ
ど
見
た
カ
ム
ィ
ヤ

キ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
移
民
し
て
き
た
人
た
ち
に
供
給
す
る
た
め
の
器
で
は
な
か
っ
た
か

写真 6 　小ハネ遺跡土坑墓
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と
い
う
説
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
池
田
榮
史
「
琉
球
列
島
史
を
掘
り
お
こ
す
」
中
世
学
研
究
会
編

『
琉
球
の
中
世
』
高
志
書
院

二
〇
一
九
年
）。

写
真
7
は
、
喜
界
島
の
「
五
つ
の
カ
メ
伝
説
」
に
関
わ
る
も
の
で
、
今
か
ら
二
〇
年
ぐ
ら
い
前
、

喜
界
島
の
一
番
北
に
あ
る
小
野
津
と
い
う
集
落
の
八
幡
神
社
の
片
隅
に
あ
っ
た
扉
が
壊
れ
た
祠
の

中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
三
個
の
陶
磁
器
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。

亀
井
明
徳
さ
ん
の
鑑
定
に
よ
る
と
、
青
瓷
刻
花
文
水
注
（
北
宋
越
州
窯  

十
二
世
紀
前
半
）・

褐
釉
双
耳
注
口
付
壺
（
中
国
福
州
付
近
の
窯

十
一
～
十
二
世
紀
前
半
代
）・
須
恵
器
双
耳
長
胴

瓶
（
十
一
世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
）
と
な
り
、
い
ず
れ
も
十
一
世
紀
と
か
十
二
世
紀
と
か
の
非
常

に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
現
在
は
町
の
ほ
う
で
保
管
し
て
町
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
人
た
ち

も
こ
こ
に
関
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

ⅳ
．
交
易
品
と
し
て
の
硫
黄
─
イ
オ
ウ
ガ
シ
マ
の
登
場

最
後
に
交
易
品
と
し
て
の
硫
黄
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。
大
体
十
世
紀
ぐ
ら
い
か
ら
硫
黄
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

で
す
が
、
十
一
世
紀
の
後
半
に
入
る
と
北
宋
と
そ
の
西
に
あ
る
西
夏
な
ど
と
の
戦
い
の
中
で
、
中
国
側
の
硫
黄
需
要
が
増
え
ま
し
た
。

中
国
で
は
硫
黄
は
な
か
な
か
取
れ
な
い
の
で
、
日
本
か
ら
の
輸
入
を
は
か
り
、
正
式
に
宋
商
人
の
船
団
が
日
本
に
や
っ
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
四
三
・
神
宗
・
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
年
）
二
月
丁
丑
条
に
は
、
明
州
の
長
官
が
、
政
府

の
命
令
で
商
人
を
募
り
日
本
国
に
於
て
硫
黄
五
〇
万
斤
（
約
三
〇
〇
ト
ン
）
を
購
入
す
る
た
め
に
、一
〇
万
斤
毎
に
一
網
（
商
人
集
団
）、

合
わ
せ
て
五
綱
を
派
遣
す
る
記
事
が
あ
り
、『
朝
野
群
載
』
巻
五
、
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
年
）
十
月
二
十
九
日
付
陣
定
文
に
は
、
大 写真 7 　小野津の「五つのカメ」
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宰
府
が
宋
の
商
客
が
来
日
を
報
告
し
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
を
載
せ
て
い
ま
す
。（
山
内
晋
次
『
日
宋
貿
易
と
「
硫
黄
の
道
」』

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）

二
〇
一
八
年
に
行
わ
れ
た
博
多
遺
跡
群
の
調
査
で
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
初
め
頃
に
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
港
湾
施

設
の
石
積
遺
構
が
出
土
し
、
そ
の
海
渚
側
か
ら
複
数
の
硫
黄
の
小
塊
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
硫
黄
塊
は
、
日
宋
貿
易
の
輸
出

品
で
荷
積
み
す
る
際
に
こ
ぼ
れ
落
ち
た
「
か
け
ら
」
と
さ
れ
、
安
定
同
位
体
比
分
析
に
よ
れ
ば
、
大
分
県
く
じ
ゅ
う
硫
黄
山
、
塚
原
・

鍋
山
地
域
な
ど
を
産
地
と
す
る
一
群
と
鹿
児
島
県
の
薩
摩
硫
黄
島
を
産
地
と
す
る
一
群
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
（
大
庭
康
時
編
『
博
多
津
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
一
四
六
八
集

二
〇
二
三
年
）。

薩
摩
硫
黄
島
が
、
硫
黄
が
交
易
の
一
つ
の
重
要
な
拠
点
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
後
も
硫
黄
交
易
が
ど
ん
ど
ん
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
イ
オ
ウ
ガ
シ
マ
は
、
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
と
並
ぶ
重
要
な
名
称
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

隣
接
す
る
南
九
州
へ
の
関
心
も
さ
ら
に
一
層
高
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
恐
ら
く
、
島
津
荘
の
拡
大
と
か
大
隅

正
八
幡
宮
の
拡
大
と
、
こ
う
し
た
対
外
交
易
の
活
発
化
は
密
接
に
関
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
で
私
の
話
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
終
了
）

（
本
稿
は
、
講
演
内
容
を
一
部
要
約
、
修
正
し
た
も
の
で
、
使
用
し
た
史
料
を
本
文
中
に
入
れ
、
図
版
・
写
真
・
表
は
一
部
の
み
を
利

用
し
た
。）
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